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日韓の家庭における対面呼称と接尾辞
─家族構成員の関係からみる接尾辞の付け方と敬語の機能─

金　　　　　泰　　虎

はじめに

　日韓の社会や家庭における対面呼称には、類似した様々な接尾辞が存在する。例えば、日

本の「さん／様」・「氏」・「君」・「ちゃん／ちゃま」は、韓国の「ニム（還）」・「氏（松）」・「君

（浦）」・「ア（焼）／ヤ（醤）／イ（戚）」に対応する。この中でも、日本の「さん／様」・「ち

ゃん／ちゃま」（１)、韓国の「ニム（還）」・「氏（松）」（２）は敬語として分類されている。

　ところで、日韓における敬語の機能に関する比較研究を行った賈恵敬氏は（３)、次の７つ

のパラメーターによって、日本語と韓国語の敬語が決まるとしている。つまり、①年齢（年

上対年下・先輩対後輩）、②地位（上役対下役・教師対生徒）、③性（男性対女性）：女性の

ほうが敬語を多用、④親疎（身内対外者）：外者には敬語を用いる、⑤文体（日常語・講演・

講義）：日常語より講演・講義のほうが丁寧語を用いる、⑥公私（会議・儀式かどうか）：私

的な場より公的な会議や儀式で丁寧語を用いる、⑦教育（教育の有無）：ある人のほうが多

く用いる、といった分類をしている。そこで氏は、両国の社会や家庭などの人間関係全般に

おける、年代（年齢）別の敬語使用の傾向やその機能の分析を行っている。

　しかし、先行研究より少しその考察の範囲を狭めて、日韓における家庭の人間関係に限定

し、しかも対面呼称の接尾辞に着目してみると、従来の研究において提示されてきたことと

は異なる、新たな敬語の機能や接尾辞の付け方の傾向が確認できるのである。

　そこで、日韓の敬語の使い方を踏まえて、家庭における対面呼称や接尾辞について、現代

敬語(４)を中心に考察を行う。この分析の範囲を家庭に限定したのは、日韓における対面呼

称や接尾辞が用いられる環境、条件を同一にするためである。というのは、日本社会では「ウ

チ」と「ソト」によって敬語を使い分けるのに対し、韓国では「ウチ」の概念しかもってい

ないという特徴がある。いわゆる日本の「相手尊敬」、韓国の「絶対尊敬」の違いである（５)。

したがって、使用範囲を家庭に限定することによって、日韓における敬語の使い方の違いを

考慮する必要がなくなり、同じ環境下で使われている敬語を比べることができる。しかし、

必要に応じては、一般社会の用法と比較も行う。

　本稿では、日韓の家庭における対面呼称や接尾辞を網羅して、接尾辞の付け方の傾向や特

徴、その敬語の機能を考察し、ひいては接尾辞が家庭内における人間関係をいかに反映して

いるのかについても把握する。

　ところで、家族（家庭）とは、血族だけ、血族と姻族、場合によっては再婚による連れ子、
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養子が同居するなど、その構成形態は様々である。本稿では、連れ子や養子、そして対面呼

称に表れる接頭辞は分析の対象外にする。こうして、様々な対面呼称やその接尾辞を確認し

うる一つの理想的なパラダイム、つまり世代間、「同世代」においても上下間、その中でも

男女、血族同士、血族と姻族、嫁いできた人々同士における、それぞれの関係を提示して考

察していく。特に、家庭における対面呼称やその接尾辞には「親疎機能」が色濃く反映されて

おり（６)、家族内の親疎程度によって異なることもあり得るが、可能な限りそれらのすべて

を網羅して分析を行うことにする。

第１章　日韓の家庭における対面呼称の接尾辞と家族関係

　日韓の家庭において対面呼称につける接尾辞を網羅して考察を行う。この際、家庭におけ

る様々な対面呼称や、その接尾辞が想定できる理想的なパラダイムを提示して分析を行って

いく。

（１）日韓の家庭における対面呼称の接尾辞

　日韓では、様々な対面呼称や接尾辞を用いているが、その中でも家庭における対面呼称に

付ける接尾辞を網羅する。両国では、実に多様で酷似した接尾辞が対面呼称に付けられてお

り（７)、家庭において用いられる接尾辞は、次の（表１）の通りである。

　日韓の家庭では、名前・名字、あだ名、人称代名詞などをもって対面呼称とする。これら

の対面呼称でも、呼び捨て、なお（表１）で取りあげている様々な接尾辞の付け方がある。

　ところで、日本の社会では、対面呼称として氏名（フルネーム）・名前・名字を用い、ま

たそれぞれ呼び捨ての、例えば「下鶴　隆」（氏名＜フルネーム＞）・「隆」（名前）・「下鶴」（名

字）を用いる。しかし、家庭では氏名、名字の呼び捨てでもって対面呼称としては用いない

が、名字・名前に接尾辞を付ける対面呼称は使うこともある。例えば、婿に「下鶴君」・「隆

君」という対面呼称を用いるような場合である。

　一方、韓国の社会では、例えば「金　泰虎（沿　殿硲）」（氏名＜フルネーム＞）・「泰虎（殿

硲）」（名前）・「金（沿）」（名字）が呼び捨ての対面呼称に該当するが、名字だけの対面呼称

は用いない。特に、家庭では氏名を呼び捨てする対面呼称はなく、氏名・名字に接尾辞を付

けた対面呼称も使わない。但し、婿には名字に「書房」という接尾辞を付けて、例えば「金

（表１）日韓の家庭における対面呼称の接尾辞
接尾辞の種類

対象 男／女 男 女
日本 ちゃん／ちゃま さん／様 ─ 君 ─ ─ ─ ─
韓国 ア（焼）／ヤ（醤）／イ（戚）　　　ニム（還） 氏 ─ 書房 オロン（嬢献） 室 宅
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（沿）書房」という対面呼称を用いるのである。

　ところで、（表１）のように、韓国では名前に接尾辞の「ア（焼）／ヤ（醤）／イ（戚）」

を付ける対面呼称がよく見られる。これらは日本の「ちゃん／ちゃま」という接尾辞に該当

すると言える。接続辞の「ア（焼）／ヤ（醤）」は、名前の最後の字に「バッチム（閤徴）」

＝「子音子」があるときは、「ア（焼）」、ないときは「ヤ（醤）」を付ける。

　ところで、接尾辞の「イ（戚）」は、「ア（焼）」と同じく名前の最後の字に「バッチム（閤

徴）」がある場合に用いる。例えば、「ミンヨン（肯慎）」という名前は、最後の字である「ヨ

ン（慎）」に「バッチム（閤徴）」の「彪［h］」があるため、「イ（戚）」を付けて「ミンヨン

イ（肯慎戚）」となる。

　しかし、接尾辞の「イ（戚）」は、主に文語体の中で名前に用い、また会話体においては

ごく限られた場面の対面呼称にしか使わない。そこで、「ミンヨン（肯慎）」という名前に助

詞の「－ヌン：ウン（澗：精）」（－は）を付けた場合、接尾辞の「ア（焼）」ではなく「イ（戚）」

を加えて、例えば「ミンヨンイヌン（肯慎戚澗）」（ミンヨンイは）と書く。この「イ（戚）」

が接尾辞として使われるものの、一般的に対面呼称に付ける接尾辞としては、「ア（焼）」を

よく用いるのである。

　次に、日韓の社会や家庭におけるあだ名の対面呼称としては、例えば魚が上手に捕れる人

を「魚釣り名人」、朝寝坊する人を「ジャムックロギ（節荷君奄）」（朝寝坊の人）と呼んだ

りするが、これらに接尾辞を付ける場合もある。例えば、「魚釣り名人さん」・「ジャムック

ロギヤ（節荷君奄醤）」である。

　そして、人称代名詞の対面呼称としては、日本の「お前」、韓国の「ヌ（格）」（お前）が

取りあげられる。

　ところで、日韓における対面呼称の特徴は、社会では職名、家庭では家族関係を表す名詞

（例えば、「お父さん」・「お母さん」など）を用いる傾向が強いと言えよう。両国において各々

の対面呼称の特徴はあるが、（表１）の接尾辞は社会でも付けられることがある。例えば、

日本において職名に接尾辞を付けた対面呼称として、「部長さん」・「部長様」、一方の韓国で

は「部長ニム（採舌還）」（部長様）が挙げられる。日本の「部長さん」に当たる韓国語の語

彙がないため、話の内容によっては、日本の「部長さん」を韓国の「部長ニム（採舌還）」

に訳したりもする。

　そして、家族関係を表す名詞の対面呼称に付ける接尾辞としては、例えば日本の「お父さ

ん」・「お父様」に対し、韓国の「アボジ（焼獄走）」・「アボニム（焼獄還）」がそれぞれ対応

している。この韓国の「アボジ（焼獄走）」という対面呼称に、日本の「さん」に相当する

接尾辞は付いていないが、一般的に「アボジ（焼獄走）」は「お父さん」、また「アボニム（焼

獄還）」は「お父様」と訳する。しかし、話の内容次第では、「アボジ（焼獄走）」を「お父

ちゃん」、「アボニム（焼獄還）」を「お父さん」に訳したりもする。逆に、日本における接

尾辞の「様」は、家庭ではほとんど用いないため、「お父さん」であっても、韓国語に訳す
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る場合、状況に応じて「ニム（還）」付けの「アボニム（焼獄還）」と訳したりするのである。

　他にも日韓の家庭における対面呼称の接尾辞である「氏」・「君」（８)の付け方は、若干の相

違点がある。これらと他の接尾辞の「オロン（嬢献）」・「室」・「宅」に関しては、後述の家

庭における対面呼称や接尾辞の分析の中で取りあげることにする。

（２）日韓の家族関係

　日韓では、様々な家族の形態が存在しているが、その中でも、夫婦とその未婚の子女、夫

婦のみ、父親（または母親）とその未婚の子女など、いわゆる「核家族」化が進んでいる傾

向にある。もはや両国では、親夫婦・子供夫婦・孫で構成される「大家族」という形態は少

なくなってきていると言えよう。

　ところで本稿では、以下の（図１）で提示しているように、曾祖父母、祖父母、両親、そ

して息子夫婦はもとより、嫁いだ娘夫婦の家族までを入れた理想的な「大家族」を設定して、

その中で対面呼称と接尾辞を把握する。このパラダイムを設定した理由は、家族関係におけ

る様々な対面呼称を余すことなく確認するためである。したがって、日韓の『民法』におけ

る規定に基づいた親族・姻族の関係ではなく、（図１）の理想的な家族関係に基づいて論を

進める。ちなみに、この理想的な「大家族」は、かつてブラジルに移住して荒野を切り開き

農地開拓をした、移民初期の日系ブラジル人社会で希に見ることができる家族構成と言えよ

う。

　この（図１）の日韓の家族関係に基づいて、「第１世代」から「第４世代」までの「大家族」

における対面呼称や接尾辞を考察するが、その中心には「第３世代」を据える。この各々の

世代間や同世代同士の中で飛び交う様々な対面呼称と、その接尾辞について分析を行ってい

く。

（図１）日韓における家族関係

第１世代･･････････････････････････････････ ①ａ（♂）＝ ①ｂ（♀）

第２世代･･････････････････････････････････ ②ａ（♂）＝ ②ｂ（♀）

第３世代･･･ ③ａ（♂）＝③ｂ（♀）　 ③ｃ（♀）＝③ｄ（♂）　 ③ｅ（♂）＝③ｆ（♀）　 ③ｇ（♀）＝③ｈ（♂）

第４世代  ･･･････････････････････  ④ａ（♂）　④ｃ（♀） 　  ④ｅ（♂）　④ｇ（♀）

＜参考＞
　・＝は夫婦関係
　・－は兄弟関係
　・｜は親子関係
　・網掛けは姻族関係
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第２章　家族における「上の世代」に対する対面呼称と接尾辞

　（図１）に基づいて、日韓の家庭において「第４世代」が「第１世代」・「第２世代」・「第

３世代」に対し、また「第３世代」の「第２世代」に対して用いる対面呼称の接尾辞を中心

に分析する。（表１）の様々な接尾辞が、家族における「上の世代」を呼ぶ際、どのように

付けられるのか考察を行う。

（１）日本の場合

　　ａ．「第４世代」の「第１世代」・「第２世代」に対する対面呼称と接尾辞

　（図１）の「第４世代」にとって、「第１世代」の「①ａ（♂）」は曾祖父、「①ｂ（♀）」

は曾祖母である。なお、「第２世代」の「②ａ（♂）」は祖父、「②ｂ（♀）」は祖母である。

これらの人間関係における対面呼称やその接尾辞を整理すると、（表２）のようになる。

　（表２）で見るように、「第４世代」が男系の孫であれ、女系の孫であれ、男女を問わず、

「第１世代」や「第２世代」に対する対面呼称として、いずれも「お祖父さん」・「お祖母さん」、

または「お祖父ちゃん」・「お祖母ちゃん」と言う。つまり、「第４世代」にとって「第１世代」

は「曾祖父母」であるが、「第３世代」の「祖父母」に対する対面呼称と同じである。但し、

希に「第１世代」と「第２世代」が同席しているとき、区別するため「ひお祖父さん」・「ひ

お祖母さん」という対面呼称を使うことはある。

　ここで、一般的に「下の世代」や年少者に対しての対面呼称に付ける接尾辞と思われがち

の「ちゃん／ちゃま」が祖父母にも用いられて、「お祖父ちゃん／ちゃま」・「お祖母ちゃん

／ちゃま」と使われている。この「ちゃん／ちゃま」は、敬語の親疎機能の中で「親しさ」

を表していると見なすことができよう。しかし、「第４世代」の孫が幼い頃は、「第１世代」（曾

祖父母）や「第２世代」（祖父母）に対して「ジジ／ジジイ」・「ババ／ババア」という傾向

が強く、接尾辞の「様」を付けた「お祖父様」・「お祖母様」という対面呼称は、ほとんど用

いないのである。これらの現象は「ジジ／ジジイ」・「ババ／ババア」や「ちゃん／ちゃま」

を幼児語と考えることで説明できる。つまり、大人が使用するのは、幼児の視点で口真似す

ることが由来である。

（表２）日韓の祖父母に対する対面呼称と接尾辞

日
本
ジジ・ジジイ 祖父・お祖父ちゃん／ちゃま 祖父・お祖父さん お祖父様
ババ・ババア 祖母・お祖母ちゃん／ちゃま 祖母・お祖母さん お祖母様

韓
国

－ － ハラボジ（拝焼獄走）ハラボニム（拝焼獄還）
－ － ハルモニ（拝袴艦） ハルモニム（拝袴還）
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　　ｂ.「第４世代」の「第３世代」に対する対面呼称と接尾辞

　同じく（図１）の「第４世代」にとって、「第３世代」は親、または叔父・叔母に当たる。

ここで、両親に関する対面呼称や接尾辞を整理して取りあげたのが、（表３）である。

　「第４世代」（子）が幼い頃、「第３世代」の両親に対しては、「パパ」・「ママ」、「お父ち

ゃん／ちゃま」・「お母ちゃん／ちゃま」という対面呼称や接尾辞を用いる。また、主に反抗

期や成年期の男の子は、「オヤジ」・「オフクロ」という対面呼称を使うこともあり、これら

は性別によって使用に差があると言える。しかし、一般的には接尾辞の「さん」を付けて「お

父さん」・「お母さん」と言う。ほとんどの日本の家庭では、親に対しても接尾辞の「様」を

付けた「お父様」・「お母様」という対面呼称は用いない。

　ところで、（図１）における「第４世代」の「④ａ（♂）」・「④ｃ（♀）」や「④ｅ（♂）」

や「④ｇ（♀）」が、「第３世代」の両親以外の人々を呼ぶ場合、父方や母方を問わず、いず

れも「叔父さん」といい、また「叔母さん」とする。ここで、「叔父ちゃん／ちゃま」、「叔

母ちゃん／ちゃま」という対面呼称、つまり「さん」ではなく、「ちゃん／ちゃま」を用い

ることもある。この接尾辞も敬語の親疎機能における「親しさ」を表しており、相互間の距

離を縮める機能があると考えられる。

　　ｃ.「第３世代」の「第２世代」に対する対面呼称と接尾辞

　血族関係における「第３世代」（子）の「第２世代」（親）に対する対面呼称も、「第４世代」

の「第３世代」における呼称と同じである。

　なお、姻族関係の「③ｂ（♀）」（嫁）や「③ｄ（♂）」（婿）も、「②ａ（♂）」（義理の父）

や「②ｂ（♀）」（義理の母）に対する対面呼称は「お父さん」、「お母さん」であり、「さん」

付けの接尾辞を用いる。つまり、姻族にも血族にも同じ対面呼称と接尾辞を使う。

　日本の家庭では、「上の世代」に対する対面呼称として名前は使わず、家族関係を示す名

詞に接尾辞の「さん」・「ちゃん／ちゃま」を付けて用い、「様」は使わないことが多い。但し、

希に上流の家族では「お父様」・「お母様」と格式的に言うことがある。

（２）韓国の場合

　　ａ.「第４世代」の「第１世代」・「第２世代」に対する対面呼称と接尾辞

　（図１）の韓国の家庭における対面呼称は、父方・母方によって、また男女によって異な

（表３）日韓の両親に対する対面呼称と接尾辞
日本 パパ、お父ちゃん／ちゃま お父さん お父様 親父（オヤジ）

ママ、お母ちゃん／ちゃま お母さん お母様 お袋（オフクロ）
韓国 アッパ（焼匙） アボジ（焼獄走） アボニム（焼獄還） －

オンマ（畳原） オモニ（嬢袴艦） オモニム（嬢袴還） －
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るなど、複雑な形態である。しかし、（表２）でみるように、孫の世代が祖父母の世代に対

する対面呼称は日本と類似している。つまり、「第４世代」にとって「第１世代」は「曾祖

父母」であるが、対面呼称においては「第３世代」と同じく「④ａ（♂）」や「④ｃ（♀）」

や「④ｅ（♂）」・「④ｇ（♀）」のいずれも「②ａ（♂）」・「②ｂ（♀）」に対して「ハラボジ

（拝焼獄走）」（お祖父さん）･「ハルモニ（拝袴艦）」（お祖母さん）を用いる(9)。但し、仮に

父方や母方の祖父が同席しているとき、その区別のため「④ａ（♂）」や「④ｃ（♀）」が「②

ａ（♂）」・「②ｂ（♀）」に対しては「ハラボジ（拝焼獄走）」・「ハルモニ（拝袴艦）」、そし

て母方の祖父母に対しては、接頭辞の「外」を付けて「外ハラボジ（須拝焼獄走）」・「外ハ

ルモニ（須拝袴艦）」を対面呼称にすることもある（10)。

　ここでも「ハラボジ（拝焼獄走）」･「ハルモニ（拝袴艦）」という対面呼称には、日本語

の「さん」に相当する接尾辞が形としては見えないが、「お祖父さん」・「お祖母さん」と訳

する。なお、会話の状況に応じて幼児視点と解されるときは、「お祖父ちゃん」・「お祖母ち

ゃん」と日本語訳することもある。

　　ｂ.「第４世代」の「第３世代」に対する対面呼称と接尾辞

　韓国では、（表３）のように、両親に対して様々な対面呼称や接尾辞を用いるが、そこに

は歳と関わる要因も絡み合っている。つまり、一般的に大人になると、両親に対する対面呼

称やその接尾辞に変化が見られる。

　幼い頃は両親に対して「アッパ（焼匙）」（パパ・お父ちゃん）、「オンマ（畳原）」（ママ・

お母ちゃん）と言う。しかし、物心が付いたとき、男の子は「アッパ（焼匙）」から「アボ

ジ（焼獄走）」（お父さん）へ対面呼称が変わる傾向にある。一方、女の子の場合は「アッパ

（焼匙）」から「アボジ（焼獄走）」へ切り替えず、最近は嫁いでからも「アッパ（焼匙）」と

呼ぶことが多い。但し、男の子は物心が付いても「オンマ（畳原）」という対面呼称を用い、

「オモニ（嬢袴艦）」（お母さん）とは呼ばない。この傾向からみて、ある意味で「オモニ（嬢

袴艦）」は呼称ではなく、名称に近い言葉であると考える。なお、大人になっても「第４世代」

（子）の「第３世代」（親）に対する対面呼称として、「アボニム（焼獄還）」（お父様）、「オ

モニム（嬢袴還）」（お母様）は用いない。しかし、手紙や文章の中における呼称としては、「ニ

ム（還）」（様）付けの「アボニム（焼獄還）」、「オモニム（嬢袴還）」を用いるのである。

　ところで、韓国では子供に物心が付いたとき、父親にはほぼ例外なく、敬語を使う。一方、

母親には使わず、概ね結婚をすれば、敬語を使うのが一般的な傾向である。

　ここで、（図１）の「④ｅ（♂）」や「④ｇ（♀）」にとって自分の父親の兄夫婦に当たる「③

ａ（♂）」や「③ｂ（♀）」に対しては、「コンアボジ（笛　焼獄走）」（伯父さん）、「コンオ

モニ（笛　嬢袴艦）」（伯母さん）とする。但し、「第４世代」の中で、姻族関係の婿や嫁の

場合は、必ず「ニム（還）」の接尾辞を付けて、「コンアボニム（笛　焼獄還）」・「伯父ニム（拷

採還）」（伯父様）、「コンオモニム（笛　嬢袴還）」・「伯母ニム（拷乞還）」（伯母様）という
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対面呼称を使う。

　逆に、自分の父親の弟夫婦に対しては、「ジャゴンアボジ（拙精　焼獄走）」（小父さん）、「ジ

ャゴンオモニ（拙精 嬢袴艦）」（小母さん）と言う。「小父さん」が独身の場合は、「三寸」

という対面呼称を用いる。

　ところで、「④ｅ（♂）」や「④ｇ（♀）」は、自分の父親の姉妹夫婦に当たる「③ｃ（♀）」・

「③ｄ（♂）」や「③ｇ（♀）」・「③h（♂）」に、それぞれ「姑母」、「姑母夫」という対面呼

称を使う。ところで、大人になると、「ニム（還）」の接尾辞を付けて、「姑母ニム（壱乞還）」、

「姑母夫ニム（壱乞採還）」と呼ぶこともある。

　一方、「④ａ（♂）」や「④ｃ（♀）」は、自分の母親の姉妹夫婦に当たる「③ｇ（♂）」や

「③h（♀）」に対して、「姨母夫」、「姨母」といい、大人になると、「姨母夫ニム（戚乞採還）」、

「姨母ニム（戚乞還）」とする。「第４世代」の中で、姻族関係の婿や嫁は、「第３世代」に対

して、必ず「ニム（還）」付けの接尾辞を用いて、「姑母夫ニム（壱乞採還）」・「姑母ニム（壱

乞還）」、そして「姨母夫ニム（戚乞採還）」・「姨母ニム（戚乞還）」と言う。なお、「④ａ（♂）」

や「④ｃ（♀）」は、自分の母親の男兄弟、つまり「③ａ（♂）」には「外三寸」、「③ｂ（♀）」

には「外淑母」・「外淑母ニム（須寿乞還）」と言う。

　ここで「ニム（還）」（様）付けの「姑母夫ニム（壱乞採還）」・「姑母ニム（壱乞還）」、「姨

母夫ニム（戚乞採還）」、「姨母ニム（戚乞還）」は、敬語の親疎機能によって、その関係が「疎

い」ことを表していると言える。

　　c.「第３世代」の「第２世代」に対する対面呼称と接尾辞

　（図１）の韓国の家族における血族の、「第３世代」（子）が「第２世代」（親）に対して

使う対面呼称は、「第４世代」の「第３世代」に対する呼称と同じである。

　しかし、（図１）における姻族の「③ｂ（♀）」（嫁）＝「ミョノリ（悟汗軒）」や「③ｄ（♂）」

（婿）＝「サウィ（紫是）」からは、「②ａ（♂）」（義理の父）や「②ｂ（♀）」（義理の母）

に対する対面呼称の接尾辞が異なる。つまり嫁は、「ニム（還）」付けの接尾辞を用いて「ア

ボニム（焼獄還）」（語意はお父様であるが、お舅様の意味）、「オモニム（嬢袴還）」（語意は

お母様であるが、お姑様の意味）という。この際、日本で言う「さん」付けではなく、必ず

「様」付けに相当する「ニム（還）」を接尾辞として付けるのである。

　なお、同じく婿の場合も、「丈人オロン（舌昔嬢献）」＝「岳父ニム（焦採還）」＝「聘父

ニム（桜採還）」（義理のお父様）、「丈母ニム（舌乞還）」＝「岳母ニム（焦乞還）」＝「聘母

ニム（桜乞還）」（義理のお母様）と呼び、必ず接尾辞は「ニム（還）」を付ける。（表１）で

取りあげている接尾辞の、この「オロン（嬢献）」とは、直訳すれば、「大人」であるが、こ

こでは「様」の意味である。

　このように、日韓の家庭における「上の世代」に対する対面呼称は、名前は用いず、家族

関係を表す名詞に接尾辞を付けて用いることは共通しているが、接尾辞の付け方には相違が



日韓の家庭における対面呼称と接尾辞 125

ある。つまり、日本では幼児の視点で「上の世代」に対する対面呼称に接尾辞の「ちゃん／

ちゃま」を使うが、上流家庭以外では「様」は付けない。一方、韓国では「上の世代」に対

して「ア（焼）／ヤ（醤）／イ（戚）」は付けず、姻族（嫁・婿）は、必ず嫁ぎ先の人々に

接尾辞「ニム（還）」付けを用いるのである。したがって、「ちゃん／ちゃま」は敬語の範疇

に入れられ、「ア（焼）／ヤ（醤）／イ（戚）」は敬語の範疇に入れられていないと考えられ

る。また、日韓の家族における「上の世代」に対する対面呼称や接尾辞には、地位・親疎を

表す機能が確認できる。

第３章　家族における「同世代」に対する対面呼称と接尾辞

　（図１）における「第３世代」を中心にして、「同世代」同士の対面呼称の分析を進める。

この関係にも年齢や家族内の序列によって上下が存在するため、目上から目下、目下から目

上の方向性のもと、血族同士、血族や姻族、嫁いできた人々同士の対面呼称や接尾辞を考察

する。但し、「第４世代」の「イトコ」同士の対面呼称は、「第３世代」の兄弟姉妹間の呼称

と同じである（11)。

　　（１）日本

　　ａ．血族同士

　（図１）の「第３世代」（同世代）における目下（男）から目上（男・女）、つまり「③ｅ

（♂）」（弟）が「③ａ（♂）」（兄）を呼ぶ際は、「アンちゃん」、「ニイちゃん」、「オニイちゃ

ん」「ニイさん」、「オニイさん」、「オニイ様」と言った対面呼称である。これらをまとめた

のは、（表４）である。

　ところで、「アンちゃん」、「ニイちゃん」、「オニイちゃん」のような「ちゃん」付けは、

幼い頃によく用いる傾向が強く、「ニイさん」、「オニイさん」は大人になっても使う呼称で

ある(12)。但し、「オニイ様」は対面呼称として存在はしているものの、一般的には使わない。

　一方、「③ｅ（♂）」（弟）が「③ｃ（♀）」（姉）を呼ぶときは、以下の（表５）のような

対面呼称を用いるが、「様」付けはほとんど見られない。

（表４）日韓の兄に対する対面呼称と接尾辞（男／女）
日本（男／女）あんちゃん･兄ちゃん･お兄ちゃん･兄さん お兄さん お兄様

韓国（男） ─ 兄（莫） 兄ニム（莫還）

　　（女） オッパヤ（神匙醤） オッパ（神匙）･オラボニ（神虞獄艦）オラボニム（神虞獄還）

参考：接尾辞の「ちゃん」は、「ちゃま」にも替えられる。



言 語 と 文 化126

（表５）日韓の姉に対する対面呼称と接尾辞（男／女）
日本（男／女）姉ちゃん･お姉ちゃん･姉さん お姉さん お姉様
韓国（男） ヌナヤ（刊蟹醤） ヌナ（刊蟹） ヌニム（刊還）
　　（女） オンニヤ（情艦醤） オンニ（情艦） ─
参考：接尾辞の「ちゃん」は，「ちゃま」にも替えられる。

　逆に、「同世代」における目上（男）から目下（男・女）、つまり「③ａ（♂）」（兄）が「③

ｃ（♀）」（妹）を呼ぶときは、呼び捨て、または「ちゃん」付けの接尾辞を用いる。ところ

で、同世代において結婚する前の兄弟同士、例えば「③ａ（♂）」（兄）が「③ｅ（♂）」（弟）

を呼ぶとき、目上の「兄」が目下の「弟」に対しては、呼び捨て、特に幼い頃は名前に「ち

ゃん」、「君」付けをよく用いる。

　（図１）の「同世代」における目下（女）から目上（男・女）、つまり「③ｇ（♀）」（妹）

が「③ｃ（♀）」（姉）に対する対面呼称は、（表５）に示した通りである。一方、「③ｃ（♀）」

（妹）が「③ａ（♂）」（兄）を呼ぶときは、（表４）の対面呼称、つまり「弟」が「兄」を呼

ぶ場合と同じである。

　逆に、「同世代」における目上（女）から目下（男・女）、つまり「③ｃ（♀）」（姉）が「③

ｇ（♀）」（妹）、そして「③ｃ（♀）」（姉）が「③ｅ（♂）」（弟）を呼ぶときは、「兄」が「弟」

を呼ぶケースとほぼ同じ対面呼称や接尾辞が使われる。

　　ｂ．血族と姻族

　目上（男）から目下（男・女）、つまり（図１）における「③ａ（♂）」（兄）が「③ｄ（♂）」

（妹の夫）に使う対面呼称は、一般的に名前や名字に接尾辞の「さん」、または「君」を付け

て用いる。この「君」は（表１）において取りあげている接尾辞である。そして、「③ａ（♂）」

（兄）が「③f（♀）」（弟の妻）に用いるのは、名前に「さん」を付けた対面呼称が一般的で

ある。

　そして、姻族である「③ｄ（♂）」（姉の夫）が「③ｅ（♂）」（妻の弟）には「さん」・「君」、

また「③ｄ（♂）」（姉の夫）が「③ｇ（♀）」（妻の妹）には名前に「さん」・「ちゃん」を付

けた対面呼称を用いる。

　逆に、目下（男）から目上（男・女）への「③ｅ（♂）」（弟）が「③ｄ（♂）」（姉の夫）

を呼ぶ場合は、「お兄さん」、または名前に「さん」付けの対面呼称を使う。なお、「③ｅ（♂）」

（弟）が「③ｂ（♀）」（兄の妻）に対しては、「お姉さん」、または名前に「さん／ちゃん」

を付ける。「③ｈ（♂）」（妹の夫）が「③ａ（♂）」（妻の兄）には、主に「お兄さん」とい

う対面呼称を用いる。また、「③h（♂）」（妹の夫）が「③ｃ（♀）」（妻の姉）には「お姉さ

ん」とする。

　一方、目上（女）から目下（男・女）の、「③ｃ（♀）」（姉）が「③ｆ（♀）」（弟の妻）

を呼ぶ場合は、名前に「さん」・「ちゃん」を付けた対面呼称を使う。なお、「③ｃ（♀）」（姉）
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が「③ｈ（♂）」（妹の夫）には、名前や名字に「さん」・「君」付けの対面呼称が一般的であ

る。

　逆に、目下（女）から目上（男・女）の、「③ｇ（♀）」（妹）が「③ｂ（♀）」（兄の妻）

に対する対面呼称は、「お姉さん」といい、「③ｇ（♀）」（妹）が「③ｄ（♂）」（姉の夫）に

対しては、「お兄さん」という対面呼称を用いる。そして、「③f（♀）」（嫁）が「③ａ（♂）」

（夫の兄）には、「お兄さん」という対面呼称を使う。

　ここで、「同世代」における血族と姻族間、つまり目下の目上に対する対面呼称には家族

関係を表す名詞、逆に目上が目下の人に対する対面呼称は名前に接尾辞の「さん」を付ける

傾向が強いと言えよう。但し、その家族の親疎程度や使う年代（年齢）によっては、「さん」

だけではなく、「ちゃん」、特に男には「君」を使うこともある。

　　ｃ．嫁いできた人々同士

　この間柄は、親しい関係であるかどうかによって、その対面呼称や接尾辞も変わってくる

傾向が強い。以下は、家庭における一般的な対面呼称や接尾辞である。

　まず、婿同士の関係で、目上（婿）から目下（婿）を呼ぶ場合、（図１）における「③ｄ（♂）」

は「③h（♂）」に対して、名字、または名前に「君」・「さん」付けの接尾辞を使う。そして、

目上（婿）から目下（嫁）の、「③ｄ（♂）」が「③f（♀）」に対する対面呼称は、名前に「さ

ん」、親しい関係であれば「ちゃん」を付ける。

　逆に、目下（婿）から目上（婿）である、「③h（♂）」が「③ｄ（♂）」を呼ぶ対面呼称と

しては、「お兄さん」、または名字に「さん」を付ける。なお、目下（婿）から目上（嫁）、

つまり「③h（♂）」が「③ｂ（♀）」を呼ぶときは、「お姉さん」という対面呼称を用いる。

　目上（嫁）から目下（婿）の、「③ｂ（♀）」が「③ｄ（♂）」・「③ｈ（♂）」には、名前や

名字に「さん」・「君」を付ける対面呼称を使う。そして、目上（嫁）から目下（嫁）となる

嫁同士の、「③ｂ（♀）」が「③f（♀）」を呼ぶ場合は、名前に「さん」・「ちゃん」を付ける

対面呼称を用いる。

　逆に、目下（嫁）から目上（嫁）の「③f（♀）」が「③ｂ（♀）」、そして目下（嫁）から

目上（婿）の、「③f（♀）」が「③ｄ（♂）」に対しても同じく名前に「さん」付けの傾向が

強い。

　日本の家族における嫁いできた人々間の対面呼称には、主に接尾辞の「さん」を付け、「君」

は姻族の婿に限って用いられる傾向にある。

　　ｄ．夫婦同士

　夫婦間の対面呼称は、時代によってその呼称が変わってきている。一般的に、夫は妻に「お

前」、もしくは呼び捨て、「アナタ」、また子供がいれば、子供の視点で「お母さん」・「ママ」

と呼んだり、子供の名前を入れて「○○のママ」と呼んだりすることもある。
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　一方、妻は夫に対して、「アナタ」、または名前に「さん」を付けて呼んだりする(13)。場

合によって子供がいれば、妻は夫に「お父さん」や「パパ」、もしくは子供の名前を入れて「○

○のパパ」と呼ぶケースもある。ところで、若い世代の夫婦では、「アナタ」という呼称は

あまり用いない傾向にある。

　このように、日本の「同世代」間における対面呼称は、親疎の程度によって変わり、特に

その接尾辞にも表れる。目上の人は、姻族の婿に対する対面呼称の接尾辞として「君」をよ

く用いる。一方、目上の人が姻族の嫁に対しては、名前に「さん」・「ちゃん」を付けたり、

場合によっては呼び捨てもする。

　　（２）韓国

　　ａ．血族同士

　（図１）の「第３世代」（同世代）における目下（男）から目上（男・女）、つまり「③ｅ

（♂）」（弟）が「③ａ（♂）」（兄）を呼ぶ際は、（表４）のように、「兄（莫）」（お兄さん）、「兄

ニム（莫還）」（お兄様）という対面呼称を用いる（14)。

　この「兄」という対面呼称は、幼い頃によく用いる傾向が強く、一般的に結婚を境に「ニ

ム（還）」（様）付けの「兄ニム（莫還）」を用いる。ここで、対面呼称の「兄」には接尾辞

の「さん」が見えないが、「お兄さん」と日本語で訳するのである。さらに、（表４）でみる

ように、「兄」とは話の内容や状況次第では、「あんちゃん･兄ちゃん･お兄ちゃん･兄さん」

の日本語訳をすることもある。

　一方、「③ｅ（♂）」（弟）が「③ｃ（♀）」（姉）を呼ぶときは、対面呼称として（表５）

の「ヌナヤ（刊蟹醤）」（お姉ちゃん）・「ヌナ（刊蟹）」（お姉さん）を用いるが、中年頃にな

ると、「ヌニム（刊還）」（お姉様）のように接尾辞に「ニム（還）」を付けた対面呼称を使う

ことが多い。

　逆に、「同世代」における目上（男）から目下（男・女）、つまり結婚する前の兄弟同士、

例えば「③ａ（♂）」（兄）が「③ｅ（♂）」（弟）を呼ぶときは、名前に接尾辞の「ア（焼）

／ヤ（醤）」を付けて対面呼称にする。なお、「③ａ（♂）」（兄）が「③ｃ（♀）」（妹）を呼

ぶときも、弟と同じ方法の対面呼称である。

　ところで、兄弟が年齢を重ねて中年頃になると、兄が弟に対して人称代名詞の「ジャネ（切

革）」（キミ）という対面呼称を使ったり(15)、また結婚した妹にはその夫の名字を取ってきて、

例えば夫の名字が「張」なら、この「張」に（表１）で示した接尾辞の「室」や「ア（焼）」

を付けて、「張室ア（舌叔焼）」という対面呼称も用いる。

　（図１）の「同世代」における目下（女）から目上（男・女）、つまり「③ｇ（♀）」（妹）

が「③ｃ（♀）」（姉）を呼ぶときの対面呼称や接尾辞は、（表５）の通り、「オンニヤ（情艦

醤）」（お姉ちゃん）・「オンニ（情艦）」（お姉さん）である。一方、「③ｃ（♀）」（妹）が「③

ａ（♂）」（兄）を呼ぶときは、（表４）で示したように、「オッパヤ（神匙醤）」（お兄ちゃん）・
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「オッパ（神匙）」（お兄さん）という対面呼称を使う（16)。

　ところで、少し古い言い方ではあるが、現代の家族においても中年頃の女性は「オッパ（神

匙）」の代わりに、（表４）のように「オラボニ（神虞獄艦）」（お兄さん）、または「オラボ

ニム（神虞獄還）」（お兄様）という対面呼称も用いることがある。

　このように、韓国の「同世代」における兄弟姉妹同士の対面呼称は、目上が目下、目下が

目上へのいずれも「ア（焼）／ヤ（醤）」の接尾辞を用いる。しかし、目上の人に対しては

家族関係を示す名詞、目下の人には名前に「ア（焼）／ヤ（醤）」を付けるのである。特に、

兄・姉に対する対面呼称は性別（男／女）によって異なる。そして、目上の人に対しては「ニ

ム（還）」という接尾辞も用いられるが、これは敬語の親疎機能の中で「疎い」に当たると

考えられる。

　　ｂ．血族と姻族

　姻族が関わる対面呼称には、年齢よりも家族内における序列が優先であることがその特徴

である（17)。

　（図１）の「同世代」における目上（男）から目下（女・男）の「③ａ（♂）」（兄）が「③

ｄ（♂）」（妹の夫）に使う対面呼称は、一般的に名字に（表１）で示した接尾辞の「書房」

を付ける。例えば、婿の名字が「金」なら「金書房」と呼ぶ。ちなみに、日本では婿の名字

に「君」という接尾辞を付ける。そして、人称代名詞の「ジャネ（切革）」（キミ）という対

面呼称も用いる。また、「③ａ（♂）」（兄）が嫁の「③f（♀）」（弟の妻）に用いる対面呼称は、

「弟嫂」＝「季嫂」に、（表１）で示した「氏」の接尾辞を付けて、「弟嫂氏」＝「季嫂氏」

という。「③ｄ（♂）」（姉の夫）が「③ｅ（♂）」（弟）には、つまり「③ｄ（♂）」の序列が

上であるため、「妻男」、「妹弟」という対面呼称を使う。また、「③ｄ（♂）」が「③ｂ（♀）」

（妻の姉）には「妻弟」という対面呼称を用いる。

　逆に、目下（男）から目上（男・女）の「③ｅ（♂）」（弟）が「③ｄ（♂）」（姉の夫）に

は、「姉兄」、「妹兄」、「妹夫」(18)の対面呼称を使う。なお、「③ｅ（♂）」（弟）が「③ｂ（♀）」

（兄の妻）に対しては「兄嫂」、または接尾辞の「ニム（還）」（様）付けをして「兄嫂ニム（莫

呪還）」（兄嫂様）の対面呼称を使う(19)。「③ｈ（♂）」（妹の夫）が「③ａ（♂）」（妹の兄）

には、自分より序列が上であるため、たとえ年齢が自分より下でも「兄ニム（莫還）」とい

う対面呼称を用いる。また、「③h（♂）」（妹の夫）が「③ｃ（♀）」（妻の姉）には「妻兄」

と呼ぶ。

　一方、目上（女）から目下（男・女）の、「③ｃ（♀）」（姉）が「③f（♀）」（弟の妻）に

対しては、「オルケ（臣追）」という対面呼称を用いる。「③ｂ（♀）」（兄の妻）が「③ｃ（♀）」

（妹）に「アガッシ（焼亜松）」（語意はお嬢様であるが、義理の妹様の意味）の対面呼称を

使う。「③ｂ（♀）」（嫁）に子供がいる場合は、その子供が「③ｃ（♀）」に用いる対面呼称

の「姑母」を借用して使う場合もある。
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　なお、「③ｂ（♀）」（嫁）が「③ｅ（♂）」（夫の弟）には、同世代の目下であっても、「ド

リョンニム（亀恵還）」（語意はお坊ちゃんであるが、義理の弟様の意味）といい、上下や序

列とは関係なく、「ニム（還）」を付けるのである。また、「④ｅ（♂）」（甥）・「④ｇ（♀）」（姪）

が、「③ｅ（♂）」の弟（おじ）に対して用いる対面呼称の「三寸」を借用して使うこともあ

る。特に、「③ｅ（♂）」（夫の弟）が結婚していれば、「書房ニム（辞号還）」と呼ぶ。とこ

ろで、「③ｃ（♀）」（姉）が「③h（♂）」（妹の夫）に対しては、「弟夫」という対面呼称を

用いる。

　逆に、目下（女）から目上（男・女）の、「③ｇ（♀）」（妹）が「③ｂ（♀）」（兄の妻）

に対する対面呼称は、「オンニ（情艦）」、または接尾辞の「ヤ（醤）」を付けて「オンニヤ（情

艦醤）」を用いており(20)、これは血族の「③ｃ（♀）」（姉）に対しても同じ対面呼称である。

また「③ｇ（♀）」（妹）が「③ｄ（♂）」（姉の夫）に対しては、「兄夫」という対面呼称を

使う。なお、「③ｆ（♀）」（嫁）が「③ａ（♂）」（夫の兄）には、「アジュボニム（焼爽獄還）」

という対面呼称や接尾辞を用いる。

　韓国における姻族（嫁・婿）は嫁ぎ先の人々に対して、歳や序列が目上の人々はもとより、

目下の人々にも接尾辞の「ニム（還）」を付ける対面呼称を用いる。逆に、嫁ぎ先の限られ

た人は嫁に対して、対面呼称の接尾辞として「氏」、そして婿に対しては「書房」を付ける。

　　ｃ．嫁いできた人々同士

　（図１）の「第３世代」における目上（男）から目下（男・女）の「③ｄ（♂）」が「③h

（♂）」、つまり婿同士の関係で、対面呼称として「同壻」、あるいは人称代名詞の「ジャネ（切

革）」を用いる。そして、「③ｄ（♂）」が「③f（♀）」に対する対面呼称としては、（表１）

で示した接尾辞の「宅」を付けて「妻男宅」を用いるが、「アジュモニ（焼爽袴艦）」とも言

う。

　逆に、目下（男）から目上（男・女）、つまり「③h（♂）」が「③ｄ（♂）」には「兄ニム

（莫還）」、「③h（♂）」が「③ｂ（♀）」に対しては「妻男宅」という対面呼称を用いる。

　同じく（図１）の「第３世代」における目上（女）から目下（男・女）の「③f（♀）」が

「③h（♂）」に対しては、「③h（♂）」の名字に接尾辞の「書房」を付けて、例えばその名字

が「張」なら「張書房」というのが一般的である。また、場合によっては、「④ｅ（♂）」や

「④ｇ（♀）」が「③ｈ（♂）」に対して用いる対面呼称の「姑母夫ニム（壱乞採還）」を借用

して使うこともある。そして、「③ｂ（♀）」が「③f（♀）」、つまり嫁同士であるが、「同壻」、

あるいは接尾辞の「ヤ（醤）」を付けて、「同壻ヤ（疑辞醤）」ともする。

　逆に、目下（女）から目上（男・女）の「③f（♀）」が「③ｂ（♀）」、つまり嫁同士であ

るが、この際は女同士であっても「兄ニム（莫還）」という対面呼称を用いる（21)。ところで、

「③ｆ（♀）」の「③ｄ（♂）」に対する確立された対面呼称はなく、一般的に「アジュボニ

ム（焼爽獄還）」という。
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　　ｄ．夫婦同士

　韓国における夫婦間の対面呼称も、日本と同様、時代によってその呼称が変わってきてい

る。一般的に、夫婦は「ヨボ（食左）」（そもそもは「おい」という呼びかけであるが、「ア

ナタ」の意味で使われている）、「当身」（アナタ）、「自己」（アナタ）・「自己ヤ（切奄醤）」

と呼び合う。しかし、夫は妻に「ヤ（醤）」（「おい」という呼びかけ）、または子供がいれば、

例えば子供の名前をそのまま使い「泰虎ヤ（殿硲醤）」と呼んだりもする。この対面呼称を

用いる場合、子供と妻が同じ場所にいた時は、２人が共に答えることも起きるのである。子

供の名前をそのまま用いて妻を呼ぶ呼び方は、日本では見受けられない。ところで、歳をと

って老いると、夫は妻に「イムジャ（績切）」とも呼ぶ。しかし、「ヨボ（食左）」・「当身」

という対面呼称は、若い夫婦間ではあまり用いない傾向にある。

　一方、妻は夫に対して、子供がいれば、子供の父親に対する対面呼称を借用して「アッパ

（焼匙）」（パパ・お父ちゃん）、また希に日本と同様に、例えば「泰虎アッパ（殿硲焼匙）」

というふうに子供の名前をとってきて用いることもある。歳を取って老人になると、妻は夫

に対して「令監」という対面呼称も使う。

　ところで、最近の若い夫婦において妻は、夫の名前に（表１）で示した接尾辞の「氏」付

けをしたり、本来は「お兄さん」という意味で使われる「オッパ（神匙）」を、対面呼称と

して用いたりする。一般的に恋愛関係にある男女は、互いに名前に「氏」の接尾辞を付けて

呼び合ったりする。しかし、結婚して妻が子供をもつと、夫の妻に対する対面呼称から徐々

に妻の名前は消えていくと言えよう。

　このように、日韓の「同世代」では、血族は年齢の多寡による上下関係であるが、姻族関

係を入れた場合は、家族における序列関係によって、その上下や対面呼称が決まる。そこで、

血族同士の対面呼称、特に目下が目上を呼ぶときは、家族関係を示す名詞に接尾辞を付け、

逆に目上から目下への対面呼称は、名前に接尾辞を付ける傾向が強い。

　ところで、日本の「同世代」では、目上が目下に対して呼び捨てを用いることがあるが、

韓国ではほとんどない。一方、日韓ともに名字を対面呼称にするのは、妻の実家の目上の人

が、姻族の婿に対して使うケースで、日本は「君」、韓国は「書房」という接尾辞を付ける。

特に、韓国では姻族（嫁・婿）は、嫁ぎ先の家族の人々に対して、年齢や序列の上下を問わ

ず、必ず接尾辞の「ニム（還）」を付ける。但し、婿だけは序列の下の人に対しては「ニム（還）」

を付けない。

第４章　家族における「下の世代」に対する対面呼称と接尾辞

　（図１）の日韓の家庭における「第１世代」の「第２世代」・「第３世代」・「第４世代」、

そして「第２世代」の「第３世代」に対して用いる対面呼称や接尾辞を中心に分析を行う。
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　　（１）日本

　　ａ.「第１世代」の「第３世代」・「第４世代」に対する対面呼称と接尾辞

　（図１）の「第１世代」にとって「第３世代」は「孫」、「第４世代」は「曾孫」に当たる

が、一般的な対面呼称は、呼び捨て、あるいは名前に接尾辞の「ちゃん」、特に男の子には「君」

を付ける呼び方である。但し、「第３世代」の姻族関係に当たる人に対しては、男女（孫婿・

孫嫁）を問わず、名前に接尾辞の「ちゃん／ちゃま」・「さん」、とりわけ男（孫婿）には「君」

付けの対面呼称を用いる傾向が強い。

　　ｂ．「第２世代」の「第３世代」に対する対面呼称と接尾辞

　同じく（図１）の「第２世代」は親、「第３世代」は子であるが、「第３世代」には嫁や婿

が含まれている。ところで、「第１世代」（親）の「第２世代」（子）に対する対面呼称は、

この「第２世代」が「第３世代」に対して使う呼称と同じである。

　まず、子供が幼い頃は対面呼称として名前に「ちゃん」付けの接尾辞が多く、呼び捨ても

あるが、「さん」付けもする。但し、子供に対する「さん」付けの対面呼称は、子供が成人

し比較的に歳をとった時に使用する傾向が強い(22)。

　ところで日本では、例えば（図１）の「②ｂ（♀）」（妻）が「②ａ（♂）」（夫）を亡くし

て、結婚した子供夫婦の「 ③ｅ（♂）」（子）・「③f（♀）」（嫁）と同居している場合、「 ④

ｅ（♂）」（孫子）・「④ｇ（♀）」（孫娘）が「 ③ｅ（♂）」（父）に対して用いる「お父さん」

という対面呼称を借用して、自分の息子の「 ③ｅ（♂）」（子）に対して「お父さん」と呼

ぶこともある。

　一方、姻族関係の嫁に対する対面呼称には、名前に「ちゃん」、または「さん」を付けたり、

場合によっては呼び捨てをしたりもする。そして、婿には名前や名字に接尾辞の「さん」、

または「君」付けの対面呼称を用いる。この「君」という接尾辞は、一般的に「②ａ（♂）」・

「②ｂ（♀）」（義理の両親）が「③ｄ（♂）」・「③h（♂）」（婿）に対して使う。また場合に

よっては、「②ａ（♂）」（義理の父）は「 ③ｄ（♂）」・「 ③ｈ（♂）」（婿）のことを呼び捨

てで呼ぶこともある。

　　（２）韓国

　　ａ.「第１世代」の「第３世代」・「第４世代」に対する対面呼称と接尾辞

　（図１）の韓国の家族における「第１世代」にとって、「第３世代」・「第４世代」は孫で

ある。但し、「第３世代」には姻族関係の男女（孫婿・孫嫁）が含まれている。

　そこで、「上の世代」は「下の世代」の人に対して、名前に接尾辞の「ア（焼）／ヤ（醤）」

をつけて呼ぶ傾向が強い。場合によっては、人称代名詞の「ヌ（格）」（お前）という対面呼

称も用いる。但し、結婚をすれば少し変わるものの、基本的に「第１世代」（親）の「第２

世代」（子）に対する対面呼称や接尾辞は、次の「第２世代」の「第３世代」に対するのと
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同じである。

　なお、「第１世代」が「第３世代」の孫嫁や孫婿に対する対面呼称は、次の「第２世代」

が「第３世代」の嫁・婿に対する対面呼称と同じである。ところで、曾祖父母、祖父母、ま

たは両親が幼い孫娘や娘に対して、大事にして可愛がる意味で「公主ヤ（因爽醤）」（お姫ち

ゃん）・「公主ニム（因爽還）」（お姫様）という対面呼称も用いる。そもそも「公主（因爽）」

とは、王妃から生まれた王女で、王の姫という意味である。

　　ｂ.「第２世代」が「第３世代」に対する対面呼称と接尾辞

　（図１）の「第２世代」は親、「第３世代」は子であるが、「第３世代」には姻族の嫁や婿

が含まれている。

　まず、（表１）でみるように、親が子供に対して「ア（焼）／ヤ（醤）」の接尾辞をつける

対面呼称は、概ね子供が大人になるまでの間、用いられる。子供が結婚して孫がいた場合は、

「アボマ（焼骨焼）」＝「エビヤ（蕉搾醤）」（子供の父という意味）、または孫の名前をとっ

てきて「○○アボマ（焼骨焼）」＝「○○エビヤ（蕉搾醤）」の対面呼称も使う。

　ところで、嫁に対する対面呼称、つまり「②ａ（♂）」・「②ｂ（♀）」（義理の両親）が「③

ｂ（♀）」・「③ｆ（♀）」（嫁）に対して「アガヤ（焼亜醤）」＝「エギヤ（蕉奄醤）」（赤ちゃ

んの意味）、または「エミヤ（蕉耕醤）」＝「オモマ（嬢誇焼）」（子供の母という意味）を用

いる。これらは、名前でもなく家族関係を示す名詞でもない、嫁に配慮した自分の子供扱い

の優しい対面呼称である。この一般名詞に付けた接尾辞の「ア（焼）／ヤ（醤）」は、対面

呼称における優しさを、より一層、漂わせると言えよう。

　一方、「②ａ（♂）」・「②ｂ（♀）」（義理の両親）が「③ｄ（♂）」・「③h（♂）」（婿）に対

しては、名字に接尾辞の「書房」を付ける。例えば、名字が「金（沿）」の婿なら「金書房」

と呼んだり、または人称代名詞の「ジャネ（切革）」（キミ）という対面呼称も用いる。

　このように、日韓の家庭における「下の世代」に対して使用する対面呼称や接尾辞には、

世代間の上下による地位、その関係における親疎を表している。特に、韓国の嫁・婿が嫁ぎ

先の人々に用いる「ニム（還）」という接尾辞は、姻族関係であることを表す機能があると

言える。なお、両国の家庭における接尾辞である日本の「君」、韓国の「書房」は、婿に対

して使うという点で、ほぼ同じ役割を果たしていると言える。

おわりに

　日韓の家庭における対面呼称や接尾辞には類似点があるものの、相違点もある。そこで本

稿では、従来の研究においてあまり関心が払われなかった家庭という環境に限定して、対面

呼称や接尾辞の付け方の傾向、その接尾辞の敬語としての機能について分析を行った。

　日本の「ちゃん／ちゃま」、韓国の「ア（焼）／ヤ（醤）／イ（戚）」はそれぞれ対応する
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対面呼称の接尾辞であるが、日本では名前や家族関係を表す名詞に付けられる反面、韓国で

は名前の対面呼称に付けられる傾向にある。特に、この日本の「ちゃん／ちゃま」は、「同

世代」・「上の世代」に対しては家族関係を表す名詞、「下の世代」には名前に付けて用いら

れる。

　しかし、韓国の「ア（焼）／ヤ（醤）／イ（戚）」は家族関係を表す名詞には付けず、名

前や一般名詞に付け、また眼下の人に用いる傾向が強い。したがって、日本の「ちゃん／ち

ゃま」は敬語の接尾辞に分類されるのに対し（23)、韓国の「ア（焼）／ヤ（醤）／イ（戚）」

が敬語の接尾辞として分類されない（24)所以はここにあると言える。

　ところで、一般的に日本の家庭において、目下の人には名前に接尾辞の「ちゃん」や「さ

ん」を付けるか、または呼び捨てをし、韓国では名前に接尾辞の「ア（焼）／ヤ（醤）／イ

（戚）」を付けて呼ぶ傾向にある。特に、「上の世代」が「下の世代」に接尾辞の「さん」を

付けることや名前を呼び捨てすることは、日本ならではの特徴と言えよう。

　日韓の家庭では「上の世代」が「下の世代」、「同世代」において目上が目下の人に用いる

対面呼称と接尾辞、敬語の使い方は、幼い頃と違って、大人になると変わってくるのである。

なお、日韓の家族における「下の世代」が「上の世代」、血族の「同世代」同士における目

下の人が目上に対して用いる対面呼称は、家族関係を表す名詞に接尾辞を付ける傾向にある。

その接尾辞は、「さん／様」・「ニム（還）」（様）があるが、特に「様」・「ニム（還）」は日韓

の家庭では独特な使い方である。つまり、日本では「様」は対面呼称として、上流家庭以外

はあまり使わないのに対し、韓国では接尾辞の「ニム（還）」が使われる。

　韓国では姻族関係の人である嫁や婿が、嫁ぎ先の家族構成員に対して、「上の世代」や「同

世代」などの年齢の上下に関係なく、構成員の全員に必ず「ニム（還）」付けの対面呼称を

用いるのである。この姻族の用いる「ニム（還）」付けの対面呼称は、必ずしも目上の人に

限るわけではなく、目下の人にも用いられるため、姻族と血族を区別する、つまり親疎の機

能の中で「姻族関係を表す機能」を果たしていると言える。

　ところで、家庭における姻族に対する対面呼称の接尾辞の使い方として、日本では「上の

世代」や「同世代」が嫁に対しては名前に「ちゃん」・「さん」を付け、場合によっては呼び

捨てにし、婿に対しては名字に「君」の接尾辞がよく用いられる。この対面呼称に対して、

嫁も婿も血族が彼女ら、彼らに用いている対面呼称と同じ呼称を使って応えるのである。

　しかし、韓国では「上の世代」が嫁に配慮した自分の子供扱いの優しい一般名詞に接尾辞

を付けて「アガヤ（焼亜醤）」・「エギヤ（蕉奄醤）」（赤ちゃんの意味）、または「エミヤ（蕉

耕醤）」・「オモマ（嬢誇焼）」（子供の母という意味）といった対面呼称を用いる。一方、婿

には彼の名字に「書房」という接尾辞を付けて呼ぶ。このような対面呼称や接尾辞で呼ばれ

た韓国の嫁や婿は、日本とは違って、嫁ぎ先の人々に対して、血族間では使わない接尾辞の

「ニム（還）」を付けた対面呼称を用いるのである。

　このような日韓の家庭における嫁や婿に対する対面呼称、逆に嫁や婿が嫁ぎ先の人々に対
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する対面呼称と接尾辞の差は、両国の家族制度、特に名字制度の違いを反映しているものと

考えられる。つまり日本では、結婚をすれば嫁が嫁ぎ先の名字に替えるため、名字の上でも

嫁ぎ先の家族の一員となる。一方、婿は一般的に名字を替えず、妻の実家とは異なる名字を

保持するため、その名字に「君」を付けて呼ぶことにより、「他門」であることが差別化さ

れているのである。しかし、嫁は兎も角、婿も妻の実家の人々に対して、血族が用いるのと

同じような対面呼称や接尾辞を使うのは、婿も婿養子になった場合は、妻の実家に合わせて

名字を替えることができるという制度に由来するものであろう。

　他方、韓国では嫁ぎ先の「上の世代」の人々が嫁を家族の一員として配慮した、つまり自

分の子供扱いの言葉を使った優しい一般名詞の対面呼称を用いる。しかし、韓国の嫁は結婚

しても名字が変わらないという制度のため、血族は用いない接尾辞の「ニム（還）」を付け

て嫁ぎ先の人々を呼ぶことで、嫁が「他門」であることを表す。また、婿に対しては、名字

に「書房」という接尾辞を付けた対面呼称を使うことで「他門」として区別するが、婿自身

も「ニム（還）」付けの対面呼称を用いることで、自分が「他門」であることを示している。

これは、韓国では仮に婿養子になっても、妻の実家の名字に合わせて自分の名字を替えるこ

とができないことの表れであろう（25)。

　なお、日韓のそれぞれにおいて用いられる接尾辞の「氏」・「君」／「氏（松）」・「君（浦）」

は、日本の家庭において「氏」は使わず、一方、韓国では「君（浦）」は用いないのである。

特に、「オロン（嬢献）」、「氏」、「室」、「宅」は、韓国の家庭ならではの接尾辞である。

　このように、日韓の家庭における対面呼称や接尾辞には、それぞれ共通の傾向や異なる使

い方の特徴があり、また従来の研究において指摘されてきた敬語の機能の中で、年齢・地位・

親疎の機能に加えて、部分的には性別による機能も確認される。さらに、韓国の接尾辞では

「姻族関係を表す機能」が含まれているのである。

　また、日韓において、家族に対して用いる対面呼称に付ける接尾辞は、その使い方が類似

しているようで異なるところがあることを指摘した。つまり、韓国の対面呼称に日本語の「さ

ん」に相当する接尾辞が付いていなくても、話の内容次第では「さん」、「ちゃん／ちゃま」

という日本語訳をする。また反対に、韓国の「ニム（還）」付けの対面呼称であっても、日

本の状況に応じて、「様」ではなく「さん」と訳す。逆に、日本の「さん」であっても、韓

国の家庭の人間関係に合わせて、「ニム（還）」と訳することも可能である。

注

（１）南不二男『現代日本語の構造』（大修館書店、1974年）222頁では、「氏」・「君」が日本語の敬語として
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（２）スジョンスゥ（辞舛呪）「韓日の敬語法の比較研究─現代語を中心に─（韓日 両国語税 敬語法 比較 研

究─現代語研 掻宿生稽─）」（『敬語法の研究（糎企狛税 尻姥）』翰信文化社、1997年、韓国）149頁。こ

こで、韓国語の「君（浦）」・「ア（焼）／ヤ（醤）／イ（戚）」は敬語として分類されていない。
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（７）両国の社会において使われる接尾辞に関しては、前掲スジョンスゥ（辞舛呪）「韓日の敬語法の比較研

究─現代語を中心に─（韓日 両国語税 敬語法 比較 研究─現代語研 掻宿生稽─）」149～150頁を参照さ
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（８）社会や家庭で用いる接尾辞の「君」に対比される韓国の接尾辞は「嬢（丞）」であるが、家庭では使わ

ず、一般的に職場で上司が部下の未婚女性に限って付ける接尾辞である。この場合、氏名（フルネーム）・

名前・名字のいずれにも「嬢」を付けるのである。

（９）韓国における家族関係の対面呼称については、イムヨン（戚巷慎）『韓国語の正しい礼儀（酔軒源 郊

献 森箭）』（デボサ（企左紫）、1996年、韓国）と合わせて参照されたい。
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（11）従兄弟間の詳しい呼称については、拙稿「日韓社会の人間関係における「兄」について─呼称と名称
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（12）前掲拙稿「日韓社会の人間関係における「兄」について─呼称と名称を中心とした特徴の比較─」124

～125頁では、「同世代」の兄について詳しく述べられている。

（13）永田友市「距離表現としての現代敬語」（『愛知淑徳大学論集』文学部編11号、愛知淑徳大学、1986年）
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（14）韓国の兄については、前掲拙稿「日韓社会の人間関係における「兄」について─呼称と名称を中心と

した特徴の比較─」125～128頁を参照されたい。

（15）「ジャネ（切革）」（キミ）という人称代名詞は「ヌ（格）」（お前）より丁寧な言葉であって、同年輩や
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（16）前掲拙稿「日韓社会の人間関係における「兄」について─呼称と名称を中心とした特徴の比較─」125
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（17）前掲拙稿「日韓社会の人間関係における「兄」について─呼称と名称を中心とした特徴の比較─」131

～142頁。

（18）この対面呼称を文字通り解釈すれば、妹の夫であるが、姉の夫という意味でもある。

（19）前掲イムヨン（戚巷慎）『韓国語の正しい礼儀（酔軒源 郊献 森箭）』41頁では、「アジュモニ（焼爽袴

艦）」・「アジュモニム（焼爽袴還）」も使われるとする

（20）前掲拙稿「日韓社会の人間関係における「兄」について─呼称と名称を中心とした特徴の比較─」135

頁。対面呼称に加えて、名称は「オルケ（臣追）」・「セオンニ（歯情艦）」である。

（21）前掲拙稿「日韓社会の人間関係における「兄」について─呼称と名称を中心とした特徴の比較─」139

頁。

（22）『これからの敬語』（第１期国語審議会、文部省、1952年）基本方針（２）で、「これまでの敬語は上下

関係に立って発達してきたが、これからの敬語は各人の基本的人格を尊重する相互尊敬の上に立たなけ

ればならない」ということが家族関係において活かされていることと理解される。
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（23）前掲南『現代日本語の構造』222頁。

（24）前掲スジョンスゥ（辞舛呪）「韓日の敬語法の比較研究─現代語を中心に─（韓日 両国語税 敬語法 比

較 研究─現代語研 掻宿生稽─）」149頁。

（25）韓国では、女性といい、男性といい、結婚をして死ぬまで自分の名字を替えることはなく、名字を替

えることは侮辱的なこととして受け止める。韓国では、間違いないことや揺るぎない事実であることを

誓うとき、「これが嘘なら、僕は名字（姓）を替える（戚惟 暗憎源戚虞檎 鎧亜 失聖 郊蝦臆）」といっ

た言葉を交わす。このように韓国人は自分の名字にこだわり、名字は替えるものではないという認識が

根強い。1939年、日本の植民地支配期に「制令第19号」でもって、韓国人の名字を日本式に替える「創

氏改名」に激しく抵抗したのも、ここにその理由がある。したがって、「異性不養」という言葉の通り、

名字の異なる者を養子にとらないのが、一般的である。養子をとる場合は、男系の同じ名字をもつ人か

ら受け入れるのである。

　　　しかし、2005年３月２日、韓国では戸主制が廃止され、2007年４月27日、その代替法として「家族関

係の登録などに関する法律（가족 관껴의 둥록에 관한 밥률）」（法律第8435号）を制定し、2007年５月17

日に公布、2008年１月１日より施行している。その100条１項によって、連れ子を抱える女性が、再婚し

た夫の名字に合わせて連れ子の名字を替えることや、また養子を迎え入れて、その養子の名字を里親の

名字に合わせて替えることもできるようになったのである。韓国の『民法』781条１項・６項も合わせて

参照されたい。


